
利用者が円滑に出入できるよう、共同住宅及び寄宿舎を除く居室の出入口の整備に関する基準である。

居室に複数の出入口がある場合は、そのうちの 1以上についてこの基準に適合させること。
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戸及びその前後の部分の構造については162と 同様である。

居室の出入回の幅は 8 0cm以上とすること。

幅の寸法の考え方については、161と 同様である。
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車いす使用者が、公会堂、集会場、劇場、映画館、演芸場及び観覧場の客席を利用できるようにするための基準

である。

車いす使用者が利用できる部分とは、車いす使用者が車いすに乗ったまま観覧等ができる場所 (以下「車いす使

用者用客席」という。)及び出入口からそこに至る通路をいう。
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建築物め整備基準に係る技術的細目 (別表第一)【公会堂、集会場:劇場、映画館、演芸場及び観覧場における客席の車いす使用

‐                     者が利用できる部分】

1薫いす使用者が利用することができる部分は、次に定める構造とすること。      |    _
(1)床は、平たんとすること。

居室の出入口の段差の解消については163と 同様である。

車いすが安定した状態で静止するよう、車いす使用者用客席の床は、平たんとする必要がある。



建築物の整備基準に係る.技術的細目.(別表第■)【公会堂、1集会場t劇場、.映画館1演芸場1及び観覧場における1客席の車いす使1用|

‐ ■|‐■■   ‐者が利用できる部分1■■■||‐ |||■■||:1‐
奥を:i=」

'|||',以

上(2).1事‐いす使用者が利用する|こ
―どができる1部分■にうき、幅‐3● |ヤンチメ■|■ル以」

■である空間を確保するこ|と
=‐
   |■ ■■ ||   ‐

車いすの寸法、隣席との関係を考慮 し、車いす使用者用客席の寸法は、幅及び奥行きをそれぞれ 8 5cm及び

1.2m以 上とする必要がある。
なお、この寸法は、他の法令で確保することが求められている通路等の寸法と兼ねることはできない。

車いす使用者用客席の数は、全体の客席数に応 じ、次の表に掲げる数以上とすること。

なお、客席が可動式や収納式である場合は、その数も全体の客席の数に合める。

また、設置する場所は特に規定 していないが、車いす使用者の利便性や安全性確保とともに、中央や前列でも観

覧できるように配慮する必要がある。

全体の客席の数 車いす使用者用客席の数

100席 以下のもの 1席

100席 を超え400席 以下のもの 2席

400席 を超えるもの 2+(全 客席数-400)÷ 200席 (小数点以下は切り上げ。)

鯰潮[頌 :‐m陽
1合 |まt1200席 と―する。)ごと|に 1を乗じて得た数を加

6

客席の出入口から車いす使用者用客席に至る通路の幅については、111と 同様である。
通路が複数ある場合は、そのうちの 1以上のものについて整備すればよいが、車いす使用者が主として利用する

通路にすべきである。

建築物の整備基準に係る技術的細自 (別表第一)【公会堂t集会場、劇場、映画館、演芸場及び観覧場における客席の車いす使用
者が1利用できる部分】 ‐■■

(4)車 いす使用者が利用することができる部分に通ずる客席内の通路のうち 1以上の通路の幅は、 1 2メ ■ トル
以上とすること。

客席の出入口から車いす使用者用の客席に至る通路に段差がある場合は、傾斜路を設けること。

車いす使用者用の客席は、できるだけ段差を設けなくてよい位置に設けるべきである。

蘊 1繊象1幅 |

傾斜路の幅については、121と 同様である。
なお、段を併設する場合は、比較的狭い空間を短時間に多くの人が移動すること等が考えられることから、併設

する段による迂回経路は外部の規定より簡潔である必要がある。



愧胚資鵜″勾1配‐

傾斜路の勾配については、122と 同様である。

餞 1縫13:表面仕上げ

傾斜路の表面仕上げについては、213と 同様である。

建築物の整備基準に係る技術的細目 (別表第■)【公会堂●集会場tl劇場:1映画館
=演
芸場及び観覧場における客席の車いす使用

‐   ‐|  | || ‐|・ || |■ 1者が利用できる1部分】|■ |||||||■||||| |||| ‐ ||||■   |
(5).車 いす使用者が利用することができる1部分に通ずる客席1内|の通路に高低1差がある場合は、1次に定め―る構造の傾

斜路を設けるこ|と。|| ■ |■■‐|‐ | |‐‐||‐ ||‐||
ア‐幅は● 112メ ■トル|(段を併設|する場合にはtl1910セ ンチメ■ トル)以上|とするtlと 。||‐ ■ ||‐ ■ ‐
イ ■勾配は■‐112分の11.(高低差ハ ■0センチメ|■ ドル未‐満の場合は●18分の■〉以下とすることよ■|
|ウ ■表面は●滑りにくく、かつ、車いす使用者が円滑|に通‐行できる1材料|で仕上げる.ことよ|‐ |‐ |||||■

利用者が、便所を快適かつ円滑に使用できるようにするための基準である。

便所を設ける場合は、 1以上 (男子用と女子用を分けて設ける場合はそれぞれ 1以上)の もの (以下、「基準に
適合させるべき便所」という。)についてこの基準に適合させること。
基準に適合させるべき便所には、車いす使用者が円滑に利用することのできる便房 (車いす使用者用便房)を設
けなければならないが、これを独立して別に設ける場合は、基準に適合させるべき便所の中にこれを設けないこと

ができる。
なお、公園に設ける便所については、この規定によらず、規則第 3条第二号及び別表第 3の定めによること。
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(ゆ
=諄
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便所の出入回の幅は、 8 0cm以上とする。
幅の考え方は161と 同様である。

7.2.

便所の出入口に高低差がある場合は、高齢者、障害者等の通行に際して支障とならないよう以下の構造の傾斜路
を設ける必要がある。なお、出入口に扉を設ける場合は、扉の前後には平たん部を設け、扉の直近から傾斜路とし

ないこと。

椰 鋪‖
=幅
傾斜路の幅については、121と 同様である。

輻 鍵な勾1配

傾斜路の勾配については、122と 同様である。

晰祠蒸書:壌1面仕上げ

傾斜路の表面仕上げについては、112と 同様である。
便所の床は、濡れやすいことから特に注意する必要がある。



男子が利用する便所に小便器を設ける場合、1以上の小便器は、床置式とし、

高齢者、松葉づえ使用者等に対する配慮として手すりを設ける必要がある。

小便器の手すりは、つえ使用者等の歩行困難者が左右の手すりにつかまるか、

胸あて用の手すりに胸をつけて身体を支えながら用を足せる構造とすること。

なお、リップの高さが床置式と同程度 (3 5cm以 下)の ものは「床置式」と
みなす。

低リップ式の壁掛式小便器の例

7.4.

1以上の洗面器又は手洗い器は、手指に障害を持つ利用者等に配慮 し、 レバー式、光感知式等により簡単に操作
できる水栓を設ける必要がある。

基準に適合させるべき便所には、車いす使用者用便房を 1以上設けなければならない。ただし、これを独立して

別に設ける場合は、この限りでない。また、当該便房の出入口付近にはその旨を表示すること。

憮卜財滋
=使
1房の広さ

車いす使用者用便房の寸法は規定 していないが、原則として車いす使用者が便房内で転回できる広さを確保する

こと。建物の規模等の制約により十分な広さを確保できない場合でも、車いすが便房内に収まる寸法は確保しなけ

ればならない。

便房は、単に寸法だけでなく、内部に設ける設備の種類や配置により使えなかったり、使いにくかったりするこ

とから車いす使用者の利用形態を理解して設置する必要がある。

車いす使用者の便所での動作例 (脊髄損傷・介助者無・手動車いすの場合)出典:TOTOバリアプリカタログノリリックMレ編 20011
1                      2                     3                    4

I圏

便器に近づきブレーキをロックする。

右手でL型手すりの横をつかみ、左手は
車いすの左側のアームレストを握る。

そのままプッシュアップし、身体を回転

させて便器に移乗する。

車いすを足の当たらない所に移動しブ

レーキをロックする。

左右の手すりて座位バランスをとる。

体を回しながら便器に移乗し、左右の

手すりに手を置いて座位のパランスをと

る。

ドアを開め、便器のやや斜め前方にア

プローチしてブレーキをロンクする。

右手は向かって左の手すり、左手は車

いすの右側のアームレストを握ってブ ソ

シユアノプする。

ドアを開けて便房に入る。

1呂

ドアを開けて便房に入る。



曖鮨裳慈解1出1入.日の幅

車いす使用者用便房の出入口の幅は、車いす使用者が出入口に対して斜めに出入りする場合が多いことから、

8 5cm以上とする必要がある。

躊趙麒ミ尋護 1入●の戸及びその前後の部分の構造

車いす使用者用便房に設ける戸の構造は原則として引き戸とする。手動式引き戸の場合は、通過する際に自然に

扉が閉まらないようストッパーを設けた構造とする必要がある。

ただし、構造上引き戸にできない場合は外開き戸とすることができる。内開き戸は、車いす使用者が便房内で転

倒 した場合に、体や車いすがじゃまになって戸が開かず、救出が困難になるので設けてはならない。

戸の前後の部分の構造については16.2.と 同様である。

MM覺鶉鮎職差の解消

便房の出入日の段差の解消については16.3.と 同様である。

吻鱚鼈¨猟灘風1便器及び手すり

車いす使用者用便房には、腰掛けて利用できる洋風便器を設け、

を移乗できるよう手すりを設ける必要がある。手すりは、固定式、

円滑に利用できるものとすること。

その両側には車いす使用者が車いすと便器の間

可動式のどちらでもよいが、車いす使用者用が

躙嘔鼈曰餅大便1器洗浄装置

車いす使用者用便房に設ける大便器の洗浄装置

は、車いす使用者はもとより、手指に障害のある

利用者等が円滑に操作できるよう、原則としてく
つべら式、光感知式とする必要がある。

ただし、タンク方式を採用している場合等でこ

れらを設置できない時は、操作 レバーの先にゴム

玉又はリング付鎖等をつるし、 レバー操作を行い

易 くした方式とすることができる。

車いす使用者が円滑に利用できる十分な空間
(直径150cm以上の円程度が内接できる空間)

ι
車いす使用者が 円滑に利用できる十分な菫目

(直径 150cm以 上の円程度が内接できる空間)

床は平たん

大便器洗浄装置の例

くつべら式

l

光感知式

輻 こ幕||‐‐‐‐‐

車いす使用者用便房の床は、わずかでも勾配があると車いす使用者が利用する際に障害となるので、排水のため

の水勾配を設ける場合であっても、できる限り水平とする必要がある。

車いす使用者用便房の設備例

2,000

手すりの間隔

たなの設置

くつべら式・光壼

“

式等の焼

浄姜置

非常用呼出ボタン
(転倒した場合でも届く位置)

●轟の両口に手すリ

洋風優目の議置

〇
〇
〇
ぃＮ

押しボタンスイッチ

光センサー

／ｆ‐‐‐‐
社
圏
器

器
画

面

洗

洗
二は手洗い器を設置する

た場合は、車いす使用者のひざが下に入るものとする

※太字 は整備喜■



建築物の整備基準に係る技術的細目 (別表第一)【便所】 ‐
(5)次 に掲げる構造及び設備を有する便房 (以下「車いす使用者用便房」という。)を 1以上設け、便房の出入口
付近にその旨を標示すること8‐    | ‐
ア 車いす使用者が利用可能な広さを有すること:‐ |
イ 出入回の幅は、 815セ ンチメ

=ト
ル以上とすること。             |‐  ‐_‐ ‐‐ ■ |

ウ 出入口を引き戸.(構造上引き戸とすることができない場合には、外開き戸)と し:その前後に高低差を設け
ないこと。
工 出入口には ‐ヾ‐車いす使用者が通過する際に支障となる段を設けない.こ と。 |■ ‐‐ ■・ || ‐ ■‐
オ 洋風便器を設けることよ||  ‐ |‐ |■ ||‐ |

力 便器の両側に手すりを設けること。  ■| ||■
キ くつベーら式‐光感知式等による.大便器洗浄装置を設|け―るこ|と。        ||| ‐|||‐ ||||| ■
ク 床は、平たんとすること(水勾配を設ける場1合で車‐いす使用1者が利用する際に支障となら|なヽ`場1合を除く6)`

車いす使用者用便房を設けた便所の出入回の戸及びその前後の部分の構造は162同 様である。

建築物の整備基準に係る技術的細目.(別表第■)【便所】|||
(6)車い.す使用者用便房のある便所の出入口に戸を設ける場合には、当該戸は●1車いす使用者が円滑に開閉|して通
過できる構造とし、|かつその前後に高低差を設|けな0ヽこと6         .・ ■

床面積が 1,000ポ 以上の建築物に設ける便所又は公衆便所にあっては、車いす使用者用便房に設けるものを
除き、 2以上の大便器を設ける場合は、そのうち 1以上のものを洋風便器とすること。

建築物の整備基準に係る技術的細日 (別表第す)【便所】 ‐

(7)床面積が 1,00.0平方メ=ト ル以上の建築物に設ける使所又は公衆便所に2以上 (車いす使用者用便房に設
けるものを除く。)の大便器を設ける場合は、II以上は洋風便器とすること。

乳幼児を連れた利用者が便所を利用しやすくするために、公衆便所又は次に掲げる建築物で床面積が 1,000ぷ
を超えるものの便所に乳幼児用の設備を設けることを求める基準である。

○博物館、美術館又は図書館
○病院又は診療所
○公会堂又は集会所
○劇場、映画館、演芸場、観覧場又は展示場
○飲食店又は物品販売業を営む店舗

○国、県、市町村等がその業の用に供する建築物

これらの設備は車いす使用者用便房内に設けてもよいが、車いす使用者が利用できる十分な空間が確保できるよ
うに配置すること。

(規lll第 3条第■号キ)●‐■■||■ 11■■ ■■| ■|| |■■ |

(2)次 に掲げる建築1物|くこれら|の床1面積の合計が11,0 01ol平 1方メ|■ トル以下の|もの
|を
除く
=>|の
1便1所又は公衆1便

所には乳幼‐児●す|そ|の1他乳1幼1児を1座らせること|が|できる1設1確●(以‐下「乳幼児,ヽす等■|というよ)1及
|び乳幼児|べ|

1幡
:ガ場i蝸IN薔警予ギ拳ギ尋嘲1響∫島場「袋菖ご姜輩蓋鍛鶴針

●(イ)1次条1第 |二1号ア|に1掲|げる1建1築1物||■ |‐ |‐ ||■|‐ |■■|‐ |‐ |‐ .■ ■■| |■‐|■■■■■|■|■|■■|■|■ |‐ |■|■■■■|



莉 師11^ビーチェァ

乳幼児を安全に座らせられるベビーチェァを

隋吻鍮鵜なおむつの交換場所

乳幼児のおむつを交換するためのベビーベッ
限りでない。

ベビーチェァ
(乳幼児いす)

ベビーベッド
(乳幼児ベッド)

1以上の便房内に設け、その旨を標示すること。

ドを設 け ること。 ただ し授乳場所等 に設 け られ てい る場合 は、 この

乳幼児いす、乳幼児ベッドを設けたレイアウト例

爾鬱削鱚咆鶏翁錢蒻11懸  ||二
.オス ト

床面積が 10,Oooポ を超える物品販売店舗、飲食店、病院、集会場、展示場等及び国、
県、市町村等の建築物においてォストメイトが、不便なく施設を利用できるようにするための
基準である。
これらの施設に設ける便所には以下のオストメイトのための設備を設け、このことを案内す
る標示を設けること。この設備を車いす使用者用便房の中に設ける場合は、車いす使用者が利
用できる十分な空間が確保できるように配置しなければならない。

オストメイト:ス トーマを持つ人たちをオストメイトと呼び、自分の意志で排便、排尿 したり止めたりすること
ができません。したがって、便や尿を集めるバッグ (パ ウチ)を付けて管理 し、日常生活を送っ
ています。

ス ト ー マ :人工肛門、人工膀能をストーマといい、手術によって腹壁に造られた排泄口をさします。
パ  ウ チ :ス トーマからの排泄物を蓄える袋 (蓄便袋、蓄尿袋)

1喝尋稿 Y`写鶏鶴騒諾IJ翻壌員11

躙 ■|オストメイト用洗浄設備

オストメイトが使用するパウチを洗浄できる水栓を設けるととともに、排水管は汚物を適切に流せるものとする
こと。水栓は、ォストメイトが腹部を拭く際にも利用するので温水であることが望まれている。

莉 :'1荷1物を置くための棚

オストメイトがパゥチを洗浄する際に両手を使うことから、荷物を置〈ための棚等を設ける必要がある。

ー



柩墜1■13.衣服掛けの金具

オストメイトは衣服だけでなくパウチを一時的に掛けることから、金具は 2以上設ける必要がある。

錬 物帷 備却 手 織 御 鴫 昨 第→ EEFDI1 7.3.ふ

111?え ??詳
備を装み
|ゃ今
||||そ(9)1第 3条第‐1項第=号

|キ (3)に 規定する便所には次に

'

瑳晟誘縁彙窒1仄 ||■ |‐||||‐ |‐ |

自動車を利用する車いす使用者が、円滑に駐車でき、また、そこから建築物の出入口まで安全かつ円滑に移動で

きるようにするための基準である。

駐車場を設ける場合は、 1以上のものについてこの基準に適合させること。

′診imi騨1象彙Mi鍮轟1蕗之ま1難||||||‐■||||

車いす使用者用駐車施設は、車いす使用者が円滑かつ安全に利用できるよう以下に定める構造とすること。

輻 1:位■置

車いす使用者駐車が利用できる駐車施設は、建物の出入口にできるだけ近い位置 (屋内駐車場ではエレベーター

ホール入口付近など)に設けること。出入口付近に設けられない場合は、駐車場のうち最も近い位置に設けること。

鼈Ⅲ瀦慾笙寸1法

車いす使用者用駐車施設は、幅を3 5m以 上確保する必要がある。この幅は、普通自動車の ドアを全開した状
態で車いす使用者が車いすと運転席の間を容易に移乗し乗降できる寸法であり、また、普通車の幅に、車いすが転

回でき、介護者が横に付き添えるスペース (幅 1.4m以 上)を見込んだ寸法でもある。

蠅藝曇t,:床 1面又は地面の水平

車いす使用者用駐車施設とその付近の床面又は地面は、車いす使用者が車いすと運転席の間を安全に移乗にでき

るよう、できる限り水平にする必要がある。これは、車いすのス トッパーが効いていなかったり、効いていても車

輪を軸にキャスターが振れて動くことを防ぐためである。

爺 i燿■,案1内標示

駐車台数が 20台以上である場合には、駐車施設の 1以上を車いす使用者専用のものとし、その旨を標示するこ
と。なお、この案内表示は路面に国際シンボルマークを塗装表示する場合が一般的であるが、遠くからでもわかり

やすくするため、加えて運転席からも判別できる大きさの立て看板を設けることが有効である。

守季燿昇守炒 亀亀鋒錨築襲『、喫1那:堪反勇£異尋置を有する」と。tの場合において、自動車の駐車各数が
2o合以上である場合にヤま、 1然上はこ事いす使用者が乗車する自動車の専用とし、その旨を標示すること。
(1)建築物の出入口に最も近い位置に設けること。
(2)幅は、し15メ ートル然上とするこ.こ。
(3)床面又は地‐面を水平とすることし



翔 ‖I=1通 1路の幅

通路の幅については、111と 同様である。

黎鱚勤‖塑1表面仕上げ

通路の表面仕上げについては、11.2と 同様である。

彎T蟹驚臨配駅∬難鶏務蒙塁争申‐市「,テ|||‐
'11111含

ャ■ 今

lt「菫會[「許静ン巌1書1鍵:』111::着 .:ξ:::|二二::■ |‐‐■|‐■

場】  |‐■ |■■| ‐■ ■■ ||           ‐

こ通行できる材料で―仕上げること。| |‐‐    ‐

通路に高低差がある場合は、12と 同様である。

通路に排水溝等がある場合は、15と 同様である。

建築物の整備基準に係る技術的細目 (別
‐表第一)【附属する駐車場】

4 2に 規定する通路又は3に規定する傾斜路を縦断し、又は横断する排水溝等がある場合には、当該排水溝等に
ふたを設けてつえ及び車いすの車輪等が落ちない構造のものとすること。    |

車いす使用者が車いす使用者用駐車施設から通路を経由して利用する建築物の出入口は、必ずしも建築物の主た

る出入口とならない場合がある。主たる出入口以外に誘導する場合には、車いす使用者が利用するにあたり、最低

限の有効寸法が確保されているなどの措置が必要である。

揚 型よ1:幅 |

主たる出入 口以外の出入口で、車いす使用者が車いす使用者用駐車施設から通路を経由して利用する建築物の

出入口は、その幅を 8 0cm以上とすること。
幅の考え方については、161と 同様である。

獨 21声及びその前後の部分の構造

戸及びその前後の部分の構造については、162と 同様である。



建築物の整備基1準に係る技術的細目 (別表第■)【附1属する駐車場】       ‐    ‐  ‐     |  |‐  |
5 2に 規定する.出入ローは|_次に定め―る構造と―す.る |こ とも
(1)出入0の幅は、18‐01ゼンチメニヽル以上とすることき・  ‐                 ‐ _‐■‐
(2)戸を設ける場合には、当‐該戸は、車いす使用者が円滑:1開閉 して通過できる.構造としtlかう■||そ|の前1後に高

|‐

‐
低差を設‐けな|し こヽと:|| ■■|| ‐|‐ ■ |‐ | ■ ■
(3)車いす使用者が通過する際に支障となる段を設けな |ヽ、 こと。■ ■■■ |‐ ■■ |■■■|■|■‐|‐ |‐ |■ ■|■ ■■

障害者、高齢者等の誘導に配慮した案内標示等の措置を講ずることを求めた基準である。

lmttil懇暫譲轟IRI
颯膨灯璽蘇聾褥m‐な職置纏経=‐‐・‐――

視覚障害者の利用する経路には、線状プロックや点状プロックを組み合わせて敷設し、目的とする場所へ安全か
つ円滑に到達できるようにする必要がある。

線状プロック及び点状プロックの仕様については、周囲の床材と明度の差の大きいものとすること以外に特に規

定していないが、」 IS T 9251に より特記の形状・寸法及びその配列が規定されているのでできるだけ準拠
したものとすること。
また、それぞれの配列の方法については、各項目の規定による他、経路が屈曲、分岐又は途切れている部分、出

入口の扉の直前部分等には、点状プロックによる注意喚起を、その他の経路の部分には線状プロックによる誘導を

行わなければならない。

辣雹薇妻1案1内標示の文字等

利用や移動を円滑に行えるよう、案内標示に用いる文字や図案は、幼児や知的障害者をはじめすべての人にわか

りやすいものとするとともに、色調や明度差により明瞭で見やすいものとする必要がある。また、必要に応 じて仮

名表示や英語を添えることも必要である。

蘊 1欝21車いす使用者に配慮した案内標示等

車いす使用者は、その他の利用者に比べて目線の高さが低いこと、手の届く範囲が限られていることから、主と

して車いす使用者を対象とした案内標示やインターホン等の案内設備は、車いす使用者に配慮 した位置又は方向に

設ける必要がある。

車いす使用者の人間工学的寸法は以下のとおりである                     
｀

手の届く範囲

33



躙 喬31視1覚障害者に配慮した案内標示等

視覚障害者が案内の内容を認知でき容易に目的地に到達できるよう、主として視覚障害者が利用する案内標示や

案内設備には、必要に応 じて、点字、触知図、音声による案内設備等を設けること。また、案内標示や案内設備ま

で視覚障害者誘導用プロック等により誘導する必要がある。

乳幼児を連れた利用者が授乳及びおむつの交換ができるよう、次に掲げる建築物で床面積が5,000ポ を超え
るものにそのための場所を設けることを求める基準である。

○博物館、美術館又は図書館

○病院又は診療所

○公会堂又は集会所

○劇場、映画館、演芸場、観覧場又は展示場

〇飲食店又は物品販売業を営む店舗

〇国、県、市町村等がその業の用に供する建築物

授乳場所は、授乳及びおむつ交換の場所として独立した部屋を設けることが望ましいが、スペース的に困難な場

合は、待合室等の一部を区画して授乳コーナーとすることができる。

授乳及びおむつ替えができる場所の出入日付近には、その旨が分かりやすい案内標示を行うこと。

案内標示の例

憲 圏

出入口の構造については、16と 同様である。

授乳のためのいす及びおむつの交換をするための乳児用ベッドを設置すること。これらの位置はベビーカーの通

行等に配慮し適切に配置すること。また、乳児用ベッドは、一般にベビーベッドとよばれるものの他収納式のもの

であってもよいが、おむつを交換する目的から取り付ける方向に留意すること。



授乳場所には、手洗いや調乳 (ミ ルクの温度調整)の ために洗面器又は流し台を設ける必要がある。

建築物0整備基準に係る.技術的細EII(別表第■)【授乳場所11■|| ‐|||■■||■    ■■■■■■■■ ‐ ‐■■■||■■:
1第 3条第 1項第■号■に掲げる建築物には次‐に掲げる.構造及び設備を1有111P授

摯r1711´‐1弔 |1言?FI琴 |〒,う■■■■|‐‐塩定す碑昔とするこれ■‐■■||■■■‐|■|‐■|O麒 印ま誰 のは ■のコこ
循用ベバ 等誠 置するこ″ ■■(2)彗孔豊行う|た|ゆのいす及び皐児0繭 嶽 面 峰毅 するこ
二Lて等こI`丼蔀卜

=見

通しあ驀ぎな●もは ,るこ

「

‐■■‐ |●(4)授乳室はtl壁又は自定式
|のうい

10.4.

母乳を与える場合を考慮 し、授乳室には、壁または固定式のついたて等を設け、プライバシーの確保に配慮する

必要がある。

ホテル又は旅館で客室の数が 50室 を超えるものに、車いす使用者が円滑に室内を移動できる空間を確保する他、
障害者等に配慮した構造及び設備を設けた客室を 1以上設けることを求める基準である。

く菫藷r桑菱琴春::彙:||||||1肇講11た暑:幸,1響‖11「誕[猾li

車いす使用者が単独で客室を利用できるよう、

い。踏み込み部分等に段がある場合は、傾斜路と

床は水平とする必要がある。

客室内には車いす使用者の移動に支障となる段を設けてはならな

してもよいが、車いす使用者が戸を開閉するために必要な部分の

客室内には、車いす使用者用便房を設ける必要がある。内容については、75と 同様である。ただし、出入日の
幅は 8 0cm以上とすることができる。

躙隧1甕箸1:浴槽等の配置

浴室内の浴槽、シャワー、手すり等は、車いす使用者が利用しやすい位置に配置すること。

鰊渕肇‖世121空間の確保

浴室内は、車いす使用者が円滑に利用できる空間を確保すること。

躙 こ131出入日の幅

浴室の出入口の戸の幅は、 8 0cm以上とすること。
幅の寸法の考え方については、161と 同様である。

車いす使用者が安全かつ快適に入浴できるよう、客室内の浴室は、次の基準に適合させる必要がある。



骰鸞1熱1詳
=声
及びその前後の部分の構造

戸及びその前後の部分の構造については162と 同様である。

単独で宿泊 している視覚障害者、聴覚障害者が非常時に安全に避難できるよ

う、点滅機能及び音声誘導機能を備えた非常警報装置を設ける等、避難に支障

がないよう配慮する必要がある。これ らの設備は、自動火災報知設備と連動 し

て作動するように設置 し、作動時に消防設備の電圧低下が生 じないようその電

源供給に留意する必要がある。

ドアスコープを設ける場合は、車いす使用者が車いすに乗ったまま利用できるよう、一般用のドアスコープとは

別に車いす使用者が利用できる高さにもこれを設ける必要がある。また、車いす使用者用に来訪者の顔が見えるよ

う、 ドアスコープは視野の広いものとする必要がある。

建築1物の整備基準に係る技術的細日 (別表第■)【ホテル又は旅館の客室】|・  |■ |         ‐       ■■
|■ホ|テ|ル |ス |ま旅館||(客室の数が・●0室以下のも|のを除くt‐>|の1客1室はI111以上を次に掲げる構造及び設備を有する.
も|のと|する|こと

=| 
■. ■■|‐||||■|■■||■||■ |||■

||(1〉 客室内には11専 |ヽす使用者の移動に1支障
‐
どなる.段を設tすなヤヽこと―よ||■ ■|■■■|■■|‐ |‐ ■■■ |‐ ||■■|

■|(2》 客室内に|はtl使所|の 1項|(5)ア |がら|夕 |ま
―でに規定する構造及び設備を1有する.1便所又は1便房を設けること:こ の

■‐■場合‐:|お |ヽて●|イ1中1185セ ンチメ■|トール■|と―ある|の 1ムー「80セ ンチメ‐トール」と読み替えるものとする。|
●(3>1客1室 1内には次に掲げる構1造及‐び設備を有|する浴室を設|けるtlと :■ |‐ ■‐■.||||‐ ..      ■|■■

||■ 會榎,I島碁京島遭[轟言奪警:1号早墓嵩ふ壌負i免‐11:‐l止 ■ |‐ ||■ |■ |‐ ■ |■‐||
||ウ 1出 1入口|の幅は|18101セ |ン|チメ|■ |卜 |ル以上とすること。  ■ |‐  |‐  ■ |■・  ■~■  | | ■  ‐

■|■||■1戸を1設ける場合‐は■1当該戸|ま●1専‐|ヽす使用1者|が円滑に開1閉|し
―て通過|できる構造とし、かつ、その前後に

,■■■■高低差を設けないこと
=|■
■■||■■■■■■■

●(4)1点減機能及び音声誘導機1能 |を備えた非常1警報装置を設ける|な|ど●1視 1覚障害者及び聴覚障害者の避難上の配慮
|||を した|‐ものと|す|る|こと

=|||■
||■‐■|■■||■

●(5>1客‐室の入日の扉,● ドア|ス |■|■プを設ける場合は、二般用のも|のに1加えtll車いす使用者が利用できる|も のを設
|■‐けること。   ■||‐ |■ ■■■ | ‐ ‐

障害者、高齢者等が、次に掲げる建築物における共同の浴室又はシャワー室及びこれらに附属する脱衣室を利用

することができるようにするための基準である。

○ホテル又は旅館でその床面積の合計が 1,000ポ を超えるのもの
○公衆浴場

浴室又はシャワー室が複数ある場合は、 1以上 (男女の区別がある場合はそれぞれ 1以上)の ものについてこの
基準に適合させること。

:兆  黒墾|  1普|||1摯:|||1義|1集

非常警報装置の例



出入 国の構造については、 16
ただ し、インターホンを設け、

と同様である。

介助者が常駐 して対応する場合は、段差を設けることができる。

浴室又はシャワー室及びこれに附属する脱衣室は、それぞれ車いす使用者が利用可能な広さとすること。単に面

積だけでなく、脱衣棚や、プースの配置にも留意する必要がある。

浴槽の縁 (エプロン)の高さは、車いす使用者が移乗がしやすいよう、洗い場の床面から4 0cmか ら4 5cmと す
る必要がある。

浴槽、洗い場及びシャワー用の区画にはそれぞれ車いす使用者が利用しやすい位置に手すりを設けること。

シャワー用の区画には車いすから移乗しやすい高さ4 0cmか ら4 5cmま での腰掛け台を設けること。

建築物の整備基準に係‐る.技術的綱目 (別表第■〉Iホテ|ル 1又は旅館の客室】  ‐|‐ |‐  |■■■|‐ ‐■ ||■ ■■ |||■
第‐3条第11項第■号ジに掲げる建築物の1浴室1又ぼシ|ウ ■室及び附属す.る脱衣室|(客室に設けるもの|を除‐く:)
は■以上 .(男子用女子用の区分|があるとき1ま t・そ―れぞれ.1‐以1上 )|をtl次に掲げる構造及び設備を―有する|も |のとする

|こ |と

= 
■ ■ ||||||‐ ||||||||・     ■|||||||||■ |■■||■・ ・   |‐ ‐■||■ |||||‐ ||||||■■:|■ |■ |||||■ ||

|(1‐〉‐議‐入●は|1居室め出入‐|―の項に規定|する構造とす|ること
=.た
|だ |し●|やむ|を得ず段差を設ける場合に|は I●イン

■■|夕 ■ホンーを設‐け介助者が常1駐すること
=■
■|■■■|

■|(2)1車 tヽす使用者が1利‐用‐可能|な広さを有するこ|と
=|■
|■・■・ ■ ‐ ■■■■■■ ■■■|■ ■■ |‐ |.■■■■

●(3)洗い場の床面力|ら浴槽の縁の上端ま|で |の高|さ は1140セ ンチ|.メ ァドルカ|ら1415ゼンチメニ ドルまでどするこ
■|■と
=■

||‐ | ‐
‐
  | ‐ ■||||||      ■| || |■ ||

●(4)浴槽及び洗い場に手す|り |を設ける.こ と
=|■
|■|■ |‐ .._      ‐_‐ ._■  ■‐■■ ‐   ‐‐

●(5)シャヮー■用―の区画に手すりを設け|る こ|と :■■■|■
|(6)シ ャウ■用の区画に高さ40セン|チメ|■ |卜 ,レから46セ ンチメ■|ト ルまでの腰掛け1台を設‐けることし■||■ |

床面積が 1,000ポ を超えるホテル又は旅館に設ける避難口誘導灯
は、聴覚障害者や視覚障害者の避難に支障が生 じないよう点滅機能と音 誘導音

声誘導機能の両方を備えたものとする必要がある。この設備を設ける位

置等は、所管する消防署の指導により設けるものとする。

11m釉咤墨讐imttξ[懸鎧三ま|||||■||||11:|■

建築物の整備基準に1係る技術的細日 (別表第一)【ホテル又は旅館の客室】‐    ■|| ‐■
ホテ|ル又は旅館

‐
(床面積力ヽ 1■ 000平 方メ|■ ドル以下のものを除〈。)の避難口誘導灯等は、

1点
滅機能及び音声

誘導機能を備え|た ものを適切な位置に配置することo l

避難□誘導XIIの例


